
(1) 東福寺神社だより 令和 3年 秋号

号
行

５

発

第 令和3年 11月 10日発行

東福寺神社

く問い合せ先〉

■上組区の総代 ■中組区の総代

■東区の総代  ■上庭区の総代

蚕
雁
関
心
圏

意
匠
藝

あ
ち
こ
ち
に
施
さ
れ
て
い
る

東
福
寺
は
明
治

・
大
正
の
頃
か
ら

養
蚕
業
が
盛
ん
だ

っ
た

Ｍ神に蚕
ｒ

日

、

い社乱蚕馬養

＞

祠
の
側
面

（両
サ
イ
ド
）
に
、
馬
の
彫
刻
が
刻
ま
れ
て
い
る

東
福
寺
神
社
は

私
た
ち
上
組

・
中
組

・
束

・
上
庭
の

う

じ

　

が

み

氏
神
さ
ま
で
す

:躙褥

は、東福寺の
し

養蚕業を告らせるシンボル



東福寺神社だよリ (2)

か

い

こ

江戸後期から明治・大正・昭和30年代まで

蚕
に
関
す
る
意
匠
が
刻
ま
れ

藩
政
時
代
か
ら
東
福
寺

は
、
米
作
を
基
本
と
し
て

綿
花

・
菜
種

ｏ
雑
穀

・
養

蚕
が
主
で
し
た
。

「東
福
寺
村
三
百
二
戸
、

農
桑
を
業
と
す
。
女
三
百

四
十

一
人
は
養
蚕
を
業
と

す
。
繭
千
四
百
四
十
貫
、

米
千
六
十
九
石
、
大
麦
千

百
十
二
石
…
産
す
」

（明
治
十
五
年
の
村
勢
報
告

『長
野
県
町
村
誌
』
よ
り
）

そ
の
後
も
米
作

・
麦
作

・

養
蚕
が
農
業
経
営
の
中
心

だ
っ
た
が
大
正
期
は
養
蚕

の
好
況
に
支
え
ら
れ
、
東

福
寺
村
は
畑
の
九
〇
％
近

東福寺は、養蚕業が収入の中心

▲養蚕社背面に明治三十一年十一月

建立 長野市石堂町石工・中山友

三郎と記されている

・酢
，

た‐‥‥
き
夕
の‐一■
群
撫
」

く
を
桑
園
に
し
て

“お
か
い
こ
さ
ん
”
の

増
産
を
図
っ
た
。
当
時
の
桑
園
面
積
百
七

十
九
町
歩
は
、
近
隣
で
は
ダ
ン
ト
ツ
だ
っ

た
。
（大
正
十
二
年

『長
野
県
史
』
よ
り
）

▲各集落に設けられた稚蚕飼蚕所

【養蚕社の屋根 (軒 )と額】
繭 (左 が上に重なつている )

二匹の蛾 (右 が上に重なつ

ている。尾は丸くて太い )

懸魚の下に養蚕神の「額」>
まわりに繭が刻まれている

軒裏は二重の繁垂木

【懸魚に桑の葉】

懸魚に桑の葉を使い、縁どりに波をあし

らつている

一蚕
神
と
馬
の
関‐係

「蚕
」
と

「馬
」
は
た
い
へ
ん
関
係
が

深
い
。
そ
も
そ
も
蚕
の
数
を

一
頭
、
二
頭

と
数
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

中
国
の
古
書

『捜
神
紀
』
と
い
う
本
に

蚕
糸
や
絹
に
関
す
る
物
語
が
い
く
つ
か
あ

る
。
中
に

「蚕
」
と

「馬
」
の
悲
恋
か
ら

「桑
の
木
」
が
出
現
す
る
話
が
あ
る
。

中
国
の

「蚕
神
」
の
姿
は
、

「馬
明
王

と
呼
ば
れ
、
龍
が
手
に
す
る
カ
ゴ
に
繭
を

持
ち
、
馬
に
乗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「蚕
」
と

「馬
」
の
関
係
は
深
く
、
東

福
寺
神

社
の
「蚕

神
員
祠
）

に
も
馬

が
刻
ま

れ
て
い

る
の
で
、

興
味
を

持
っ
て

見
て
く

だ
さ
い
。

・桑
の
木
と
桑
畑

「桑
」
は
中
国
語
で

「喪
」
と
同
じ
発

音
で
蚕
の
こ
と
を
桑

（喪
）
蚕
と
呼
ん
で

い
る
。

資
料
協
力
／
元
高
校
教
諭
で
社
寺
建
築
史
研
究

家
の
故
・
相
原
文
哉
さ
ん
が
、
束
福
寺
神
社
に

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
調
査
資
料
を
一
部
借
用
。

蚕
の
エ
サ
と
な
る
桑
は
、
た
く
さ
ん
植

え
ら
れ
た
と
こ
ろ
は

「桑
畑

・
桑
原
」
と

呼
ば
れ
、
農
地
と
し
て
最
も
大
切
な
と
こ

ろ
で
、
神
聖
な
地
と
さ
れ
た
。

雷
を
避
け
る
マ
ジ
ナ
イ

・
呪
文
に

「桑

原
、
ク
ワ
バ
ラ
」
と
よ
く
口
に
す
る
が
、

語
源
は
こ
こ
か
ら
出
て
い
る
。

東
福
寺

一
帯
は
明
治
か
ら
大
正
時
代
、

畑
地
の
九
〇
％
に
桑
が
植
え
ら
れ
、
ま
る

で
あ
た
り

一
面
、
桑
畑
で
お
お
い
つ
く
さ

れ
た
集
落
だ
っ
た
。

中
組

，
上
組
の
氏
子
に
よ
っ
て

，

毎
年
製
な
な
告
毒
梓
事
　
一一
■
一

春
、
秋
の
大
祭
に
対
し
、
小
祭
り
と
呼

ん
で
末
社

祭
を
催
し

て
い
ま
す
。

末
社
祭

は
例
年
、

秋
の
大
祭

の
数
日
後

に
、
上
組

と
中
組
両

西の側面
顔を下げ 振り向く
喝〉「咋」(陰 )

東の側面

顔を上げている

【馬の陽刻】

阿咋の表現が取り込まれている



(3) 東福寺神社だよリ

区
の
み
で
、
昔
か
ら
と
り
行
わ
れ
て
ま
し

た
。
拝
殿
東
側
の
養
蚕
神
社
の
前
で
五
明

宮
司
の
斎
行
で
、
末
社
祭
の
当
番
は
、
上

組
と
中
組
が

一
年
交
代
で
務
め
て
い
ま
す
。

東
福
寺
の
集
落
を
導
き
、
加
護
し
て
く

れ
た
神
と
し
て
、
三
つ
を
崇
め
て
い
ま
す
。

□
保
食
神
と
呼
ぶ

「養
蚕
の
神
」

江
戸
の
昔
か
ら
、
東
福
寺
の
住
人
の
衣

食
住
を
司
っ
て
く
れ
た

「お
蚕
さ
ま
」

に
感
謝
し
ま
す
。

□
迦
具
土
神

秋
葉
社
と
呼
び
、
火
伏
せ

（火
防
）
の

神
様
で
す
。
生
活
の
火
の
用
心
と
し
て

お
す
が
り
願
う
の
で
す
。

□
猿
田
彦
神

西
を
向
い

て
い
る

厄
除
け
の
神
で
あ
り
、

「み
ち
ひ
ら
き

の
神
様
」
で
す
。
自
身
の
機
れ
の
大
祓
い

を
、
こ
れ
ら
の
神
に
託
し
、
そ
の
他
の
石

祠
に
感
謝
を
さ
さ
げ
、
四
手
の
お
切
り
換

え
を
か
か
さ
ず
行
っ
て
い
ま
す
。

東
福
寺
は
、
蚕
の

生
産
が
盛
ん
な
頃
は

各
集
落
に
、
稚
蚕
飼

育
所
が
設
置
さ
れ
て
稚
蚕
の
生
育
を
計
っ

た
も
の
だ
。

毎
年
、
春
祭
り
が
終
わ
る
四
月
下
旬
、

各
戸
で
は
自
宅
の
畳
を
挙
げ
て
、
春
蚕
の

飼
育
を
は
じ
め
、
七
月
繭
と
し
て
出
荷
が

終
わ
れ
ば
、
す
ぐ
秋
蚕
の
飼
育
に
か
か
り

秋
祭
り
前
に
繭
出
荷
し
た
。

挙
げ
て
い
た
畳
を
戻
し
、
親
戚
縁
者
を

招
く
秋
祭
り
の
準
備
を
、
あ
わ
た
だ
し
く

や
っ
た
も
ん
だ
。
当
時
の
秋
祭
り
前
夜
祭

猿盲
田た

葬 i

東福寺地区の戸数と人口 (『更級統計書』より)

年 次
東福寺村 中沢村 小森村

戸数炉 人 口 (人 ) 戸 数 (戸 ) 人 口 (人 ) 芦薮肩

'I天

百萩

文化 6年 (1809)

安政 3年 (1856)

慶応 4年 (1868)

明治 15年 (1882)

22年

43年

大正 5年 (1915)

14年

ロヨ牙口5■三(1930)

210

213

302

426

399

395

422

425

901

1,003

1,374

2,194

2,517

2,479

2,149

2,213

二II
明治 8年
東福寺村と

合併

438

1141 -

罵1真

明治 22年
東福寺村と

合併

（神
楽
奉
納
）
に
は
、
屋
台
も
３
～
５
店

出
店
し
、
賑
わ
い
が
夜
遅
く
ま
で
あ
っ
た

な
ぁ
、
人
も
た
く
さ
ん
出
た
―
末
社
祭
の

前
は
各
戸
が
灯
篭
を
か
か
げ
て
、

“蚕
神
”

境
内
に
並
ぶ
石
造
神

ご
利
益
多
し
１２
基
の
石
祠

く
庚
申
塔

（万
延
元
年
）

く
庚
申
塔

く
庚
申
塔

（万
延
元
年
）

く
庚
申
塔

を
祝
い
感
謝
し
た
。

今
で
こ
そ
、
末
社
祭
の
扱
い
が
軽
く
な

っ
て
い
る
が
、
養
蚕
農
家
に
と
っ
て
た
い

へ
ん
重
要
な
祭
事
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
ぇ
。

く
庚
申
塔

（安
政
七
年
）

▲判断できない石仏



東福寺神社だより (4)

東
福
寺
神
社
に
漂
う
風
格

神
社
の
職
旗

神
社
に
　
結

と
っ
て
無

く
て
は
な
ら

な
い
も
の
が

峨
旗
だ
。
各

地
、
村
々
の

祭
り
期
日
を

知
ら
せ
る
発

信
塔
で
も
あ
る
。

東
福
寺
神
社
で
今
使
わ
れ
て
い
る
職
旗

は
、
明
治
初
期
の
神
社
起
源
か
ら
し
て
五

代
目
の
職
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
揮
墓

し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
稲
荷
山
出
身
の

国
会
議
員
で
、
長
野
、
更
級
、
北
信
を
地

盤
に
し
た
倉
石
忠
雄
さ
ん
だ
。
労
働

・
農

林

・
法
務
大
臣
を
歴
任
し
た
。
三
度
目
の

労
働
大
臣
就
任

（昭
和
三
十
三
年
六
月
）

を
記
念
し
て
揮
豪
し
て
い
た
だ
い
た
。

萬

物

生

光

華

↓
姉詢
・，下」数と酬いい綽ｒ”い̈
響，̈ガ
美しく

耀

い
て
い
る

↓
姉静下́杜資か紳肇減
ｒ‐‐・ょわれれれ知』πあまね

く
降
り
注

い
で
い
る

(文責 。大久保総代 )

和

氣

沿

昌

辰

大

白
留
店
の
寄

准
一
　

榊
珊
卸
膨
躙
は

中
組
の
氏
子

・
渡
辺
善
治
郎
さ
ん

（現
戸

主

・
渡
辺
文
治
さ
ん
の
祖
父
）
に
よ
る
寄

進
で
建
立
さ
れ
た
も
の
。
現
存
す
る
お
孫

さ
ん
た
ち
が

「お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
よ
く
言

っ
て
た
　
お
宮
の
鳥
居
は
じ
い
ち
ゃ
ん
が

松
代
豊
栄
の
山
を
売
っ
て
建
て
た
ん
だ
」
。

大
鳥
居
は
い
つ
の
建
立
か
定
か
で
な
い
。

和
田
家
寄
進
の
常
夜
灯

神
社
参
道
脇
に
立
つ
、
モ
ダ
ン
な
常
夜

灯
は
、
上
庭
の
氏
子

ｏ
和
田
九
郎
衛
門
さ

ん

（現
戸
主

・
和
田
文
利
さ
ん
の
五
代
前

戸
主
）
に
よ
る
寄
進
で
、
天
保
十
年
、
今

か
ら
百
八
十
年
前
の
建
立
で
あ
る
。

五
十
五
年
前
の
松
代
群
発
地
震
で
、
灯

篭
部
が
潰
れ
て
破
損
し
た
が
、
十
年
前
に

和
田
家
に
　
　
一

よ
っ
て

修
復

復
興

し
た
。

▲35年前に銅板葺きされ

堅牢な鳥居に

「鎮
守
の
社
」
で
育
つ
子

神
聖
な

「鎮
守
の
杜
」
は
、
境
内
は
静

か
で
木
の
葉
が
風
に
揺
ら
れ
る
音
、
小
鳥

や
昆
虫
の
鳴
き
声
が
四
季
折
々
楽
し
め
ま

す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
森
は
不
思
議
な

国
の
入
り
口
で
、
太
陽
や
風
さ
え
も
、
森

の
中
に
い
る
と
い
つ
も
と
違
っ
て
感
じ
ら

れ
ま
す
。
森
を
探
検
す
る
と
、
今
ま
で
出

会
っ
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
す

る
遊
び
が
た
く
さ
ん
待
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
く
、
自

然
物
を
探
す

「フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
」
と

い
う
遊
び
を
、
親
子
で
過
ご
し
ま
し
た
。

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
も
楽
し
み
ま
し
た
。

昔
か
ら
人
は
自
然
の
中
に
神
さ
ま
の
力

を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
、
子
ど
も
は
神
さ

ま
の
森
で
思
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
で
、
自
然

Ｊ
で

を
大
切
に
す
る

¨̈
いげ卸鍬薇崚

「̈蛯辞「董拳罐

▲
　
　
の
遊
び
場
が
減

外
　
少
す
る
中
「鎮

炊
　
守
の
杜
」
は
ほ

”
」
ん
と
う
に
貴
重

難
朴
な
場
所
で
す
。

わ

蹄

（東
部
保
六円
園
記
）

▲

おいしい集魂を さまに  けします

長野牛著し株式会社

長野市稲里町田牧 1548 丁EL026-284-3114


